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A breakfast before the departure is the last major service that hotels can provide to customers and therefore becomes one 
of the elements that determine the rating and overall experience of the hotel. The hotel can also provide regional and unique 
attributes to the breakfast which can contribute to its publicity. This study examined the expectation and satisfaction of 
travelers to Iwate toward breakfast and compared them to those in dinner we have previously reported. Two surveys were
distributed to hotel guests to explore 1) expectation toward breakfast when they arrive at the hotel and 2) satisfaction on the 
breakfast right after their last breakfast time. The surveys showed that hotel guests prefer a breakfast with a variety of 
selection in both Japanese and Western buffet including high quality and locally produced ingredients. The studies also 
revealed that they feel approximately 1000 yen to be the ideal cost of the breakfast. Based on the satisfaction survey we 
found that the hotel can enhance guest’s satisfaction by providing seasonal and Iwate’s unique elements in the breakfast.  
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岩手県観光客の食に関する意識について（第 2 報） 
- 朝食からの検討 – 




































3.1 1 属性について 
回答者は 180 名で、男女比は男性 43.3％、女性 56.7％
である。年齢構成を図 1 に示す。20 歳未満は 0.6％（男
性 2.6％、女性 0.0％）、20 歳～30 歳代は 22.2％（男性
19.3％、女性 24.5％）、40 歳～50 歳代は 48.9％（男性
39.8％、女性 55.9％）、60 歳以上は 27.2％（男性 38.5％、
女性 18.6％）、無回答は 0.6％（男性 0.0％、女性 1.0％）
で、40 歳～50 歳代が多く、全体の約 5 割を占めた。 
回答者の居住地域を図 2 に示す。東北地区 41.6％（男
性 44.9％、女性 41.2％）、関東地区 13.2％（男性 9.0％、
女性 15.7％）、北陸地区 0.5％（男性 0.0％、女性 1.0％）、
近畿地区 42.1％（男性 44.9％、女性 38.2％）、九州地区











図 1. 年齢構成 
図 2. 居住地域 
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3.1 2 旅行状況について 
回答者の年間国内国外旅行回数を図 3 に示す。国内
旅行回数は、0 回は 3.3％（男性 5.1％、女性 2.0％）、1
～2 回は 41.7％（男性 39.7％、女性 43.1％）、3～4 回は 




2009 年の国内観光宿泊旅行は 1.42 回/年/人 6）という報
告とほぼ変わらない回数である。年間国外旅行回数は、
0 回は 42.8％（男性 42.3％、女性 43.1％）、1～2 回は
27.2％（男性 25.6％、女性 28.4％）、3～4 回は 3.9％（男
性 2.6％、女性 4.9％）、5 回以上は 1.7％（男性 2.6％、
女性 1.6％）、無回答は 24.4％（男性 26.9％、女性 22.5％）
で、国外旅行回数は 0 回が男女ともに多く約 4 割を占
め、次いで 1～2 回が多かった。 
回答者の旅行の主な目的を図 4 に示す。旅行の主な
目的は、観光 39.4％（男性 35.9％、女性 42.2％）、レジ
ャー20.6％（男性 24.4％、女性 17.6％）、休養 8.9％（男
性 9.0％、女性 8.8％）、グルメ 1.7％（男性 1.3％、女性
2.0％）、研修会 0.6％（男性 1.3％、女性 0.0％）、出張
0.6％（男性1.3％、女性0.0％）、その他1.7％（男性2.6％、










者は、家族 71.1％（男性 78.2％、女性 65.7％）、友人
8.3％（男性 3.8％、女性 11.8％）、１人 1.7％（男性 1.3％、
女性 2.0％）、同僚 0.6％（男性 1.3％、女性 0.0％）、そ
















40 歳代後半からは家族旅行が減少し、夫婦が約 2 割、
友人・知人が約 3 割に増える 7）と報告されている。回








が約 6 割で、男女ともに 40 歳～50 歳代の人数が多く
約半数を占めた。男性では 60 歳代以上も多く、この中
には定年退職者などが多く含まれていると考えれらる。






較的）安価な国内旅行を楽しんでいると考えられる。   
今回のニーズ調査回答者と前回の夕食のニーズ調査対
図 4. 主な旅行の目的 
図 5. 主な旅行の同伴者 
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象者 4）の旅行歴はほぼ同様の傾向である。 
3.1 3 食事について 
回答者の普段の朝食を食べる習慣について図 6 に示
す。朝食を毎日必ず食べるは 74.4％（男性 78.2％、女
性 71.6％）、大体毎日食べる 12.2％（男性 11.5％、女性
12.7％）、昼食と兼ねて食べる 5.6％（男性 3.8％、女性
6.9％）、食べない 5.0％（男性 1.3％、女性 7.8％）、無








性 66.7％、女性 61.8％）、夕食のみ食べる 1.1％（男性
1.3％、女性1.0％）、朝食のみ食べる27.8％（男性24.4％、
女性 30.4％）、食べない 2.2％（男性 0.0％、女性 3.9％）、







































図 7. ホテルで食べる食事 








予算が 500～1,000 円未満 30.0％（男性 34.6％、女性
26.5％）、1,000～1,500 円未満 50.6％（男性 42.3％、女
性 56.9％）、1,500～2,000 円未満 12.2％（男性 16.7％、
女性 8.8％）、2,000～2,500 円未満 2.2％（男性 0.0％、
女性3.9％）、2,500円以上0.6％（男性0.0％、女性1.0％）、
無回答 4.4％（男性 6.4％、女性 2.9％）であった。 
朝食の予算額は男女ともに 1,000～1,500 円未満が最
も多く、次に 500～1,000 円未満が多かった。男女間に
有意差は得られなかったが、女性の約 6 割が 1,000～
1,500 円未満を予算額に選び、その割合は男性に比べ多





























るもの」4）をあわせて図 10 に示す。この質問項目では 
10 の選択肢の中から 3 つまで選んで回答させている。








































図 9. ホテルで食べる朝食の予算額 
図 10. ホテルの食事に期待するもの（朝食と夕食の比較） 
岩手県観光客の食に関する意識について（第 2 報） 
- 朝食からの検討 – 




















3.2 1 属性について 
回答者数は 182 名で、男女比は男性 44.0％、女性
56.0％である。年齢構成を図 11 に示す。20 歳未満は
2.5％（男性 2.5％、女性 0.0％）、20 歳～30 歳代は 23.6％
（男性 20.0％、女性 26.5％）、40 歳～50 歳代は 43.4％
（男性 41.3％、女性 45.1％）、60 歳以上は 30.8％（男
性 36.3％、女性 26.5％）、無回答は 1.1％（男性 0.0％、
女性 2.0％）であった。男女ともに 40 歳から 50 歳代が








女性 1.0％）、九州地区 1.1％（男性 0.0％、女性 2.0％）、
無回答は 6.0％（男性 8.8％、女性 3.9％）で、ニーズ調
査と同様に東北地区と近畿地区の居住者が多かった。  
 




表記）の選択者は 61 名（33.5％）であった。約 6 割が
バイキングを選び、男女とも同様の傾向であった。 
 
   





食事形式選択の世代別比較を図 13 に示す。20 歳未
満は 100％がバイキングを選択している。20 歳～30 歳
代ではバイキング 74.4％、和定食 25.6％、40 歳～50 歳
図 11. 年齢構成 
図 13. 世代別の食事形式の選択 
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代ではバイキング 74.7％、和定食 25.3％、60 歳以上で
はバイキング 46.4％、和定食 53.6％、無回答はバイキ

















選択者の世代別比較を図 14 に示す。ここでは 20 歳～





歳代で朝食は 74.4％、夕食は 42.9％、40 歳～50 歳代で
朝食は74.7％、夕食は61.5％、60歳以上で朝食は46.4％、
夕食は 63.4％であった。 
朝食のバイキング選択者では 60 歳以上が、20 歳～ 
30 歳代、40 歳～50 歳代に比べて少ない傾向にあり、





































普通 28.8％、やや不満 4.8％、不満 1.6％であった。和
定食では満足 47.1％、やや満足 41.2％、普通 10.3％、
やや不満 0.0％、不満 1.5％であった。和定食がバイキ
ングに比べて、「満足」あるいは「やや満足」と評価す
図 14. 朝食と夕食のバイキング選択者の世代別比較 
図 15. バイキングの種類の充実度 
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る回答率が高い傾向にあり、「満足」と「やや満足」を



































































図 16. バイキングと和定食の満足感の比較 





















予算は 1,000～1,500 円程度である。 
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